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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成21年６月25日に提出いたしました第12期（自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日）有価証券

報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正

報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部 企業情報

     第２ 事業の状況

       ７ 財政状態及び経営成績の分析

 

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　を付して表示しております。

　

第一部 【企業情報】

  第２ 【事業の状況】

     ７ 【財政状態及び経営成績の分析】

（訂正前）

  (１)～(３) ＜省略＞

 （４） 純資産の改善策

 当社グループは、前期及び当期連結会計年度において大幅な損失を計上し、現預金及び純資産の大幅

減少により財政状態は悪化しております。

その改善施策については、第２ 事業の状況 の ４ 事業等のリスク に記載しております。

（訂正後）

  (１)～(３) ＜省略＞

 （４） 純資産の改善策

  （継続企業の前提に関する重要事象について）

  当社グループは、第２ 事業の状況 ４ 事業等のリスクの（継続企業の前提に関する重要事象等について）

に記載のとおり、継続企業の前提に関する重要事象等が存在すると考えております。　 

  当該事象等を解消し、又は改善するための対応策につきましては、第２ 事業の状況 ３ 対処すべき課題 に

記載のとおり、来期（平成22年３月期）においては「変化と対応」を基本テーマとして、①コスト構造の見直

しによる収益の改善、②安定収益構造の確立、③グリーンシートの普及と新規銘柄の発掘力強化、④グリーン

シート銘柄の募集力の強化等を実施し、コストの大幅な削減を図るとともに、安定収益を確保して収支を改善

し、業績を回復する予定です。これにより、現預金及び純資産は回復するものと考えております。

  以上により、重要事象の改善が図られた場合には、当社において継続企業の前提に重要な不確実性は認めら

れず、継続企業の前提に重要な疑義はありません。

EDINET提出書類

ディー・ブレイン証券株式会社(E03805)

訂正有価証券報告書

2/2


	表紙
	本文
	１有価証券報告書の訂正報告書の提出理由
	２訂正事項
	３訂正箇所
	第一部企業情報
	第２事業の状況


	７財政状態及び経営成績の分析

